
金融仲介機能を活用した事業者支援の主な取り組み
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事業性評価に
基づく
融資先数
の割合
先数
4,306先 1,195先●販路開拓支援を行った先数

●事業性評価に基づく融資の実績

●事業者支援に関する実績推移

事業性評価に
基づく
融資残高
の割合
融資残高
5,426億円
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本年度は新たな中期経営計画「Ｓｍａｒｔ Ｓｈｉｎｋｉｎ Ｓｔｏｃｋ 
２０２５」がスタートします。
「Ｓｍａｒｔ Ｓｈｉｎｋｉｎ ２０２２」で構築した課題解決に向けた
情報循環サイクルのシステム（仕組み）・クオリティ・
コンサルティング能力をさらにアップグレードした情報
ネットワークの構築でお取引先や地域の課題をスピー
ディーに解決する金庫を目指し、お客さまの満足度向上
を図ります。
昨年度は、課題解決支援メニューを拡充し、コロナ禍
の資金繰り伴走支援、Ｍ＆Ａや事業承継支援や「ケイ
エール」を通じたＤＸ支援を推進し、中小企業の課題解決、
生産性向上に努めました。また、個人に向けてはシニア・
トラストアドバイザーを新設し、お客さまの資産形成・
相続対策態勢の充実を図りました。
さらに金庫内の業務効率化に向け、ＷＥＢ会議システムの
導入や業務用携帯のスマホ化、ＡＩを活用したマーケティ
ングの高度化等を進め、生産性向上の成果を得ました。
本年度は新中期経営計画のスタート年度として、「３つ

の資本（ストック）の蓄積（人的資本・地域資本・自己資本）」
に向けた取り組みを本格化させます。

課題解決能力やＩＴリテラシー等の向上、リスキリング
などによる自己成長支援の推進で人的資本の拡充を
進めるとともに、ＤＸ支援の強化や創業支援、外部機関
との連携など、地域活性化に向けたサステナブルな課題
解決支援態勢を構築します。
これらの取り組みと業務効率化の推進により、さらに

生産性を向上させ、収益・リスク・自己資本のバランスがとれ
たリスク管理を実践することで、自己資本の蓄積に努めます。
とりわけ、リスク管理面では、ガバナンス態勢を強靭な
ものとし、お客さまを守る取り組みを継続して強化します。
さらにマネー・ローンダリングへの対応や危機管理
態勢の実効性向上などを通じて信頼度を高めます。
くわえて、ＳＤＧｓや脱炭素を踏まえた地域貢献活動を
実効性あるものとし、地域経済の持続的発展に貢献します。
これらを通して役職員全員がワンチームとして取り組み、
中期経営計画に掲げた施策を着実に達成し、「地域密着
による課題解決Ｎｏ.１」の信用金庫の実現に向けた取り
組みを計画的に進めます。
以上を踏まえ、令和５年度の「経営の基本方針」を以下
のとおりとします。

課題解決能力向上に向けた幅広く多様な研修機会等の拡充

多様な人財の発掘と適材適所の配置によるモチベーション向上

ライフプランに応じた働きやすさ・働きがいの向上と福利厚生
制度の拡充

人財育成のための投資拡大を通じた
職員のモチベーションおよび能力の向上

1
2
3

重点施策

経営の基本方針

1
経営指標等が改善したメイン先数 （単位 ： 先）

事業承継支援先数 （単位 ： 先）

創業計画の策定支援件数 （単位 ： 件）

大阪・関西万博を起点とした新事業・先進技術の発掘

創業支援、販路拡大、事業承継、外部機関との連携などの中小
企業支援の推進

顧客データベースの情報蓄積によるサービス提案力の強化

1
2

3

持続的な課題解決支援に向けた
施策の推進2

人財育成のための投資拡大を通じた
職員のモチベーションおよび能力の向上1 持続的な課題解決支援に向けた

施策の推進2

「地域密着による課題解決No.1」の信用金庫
～ 地域とともに「いまはじめよう」　未来に向かって全速前進 ～

製造業を中心にバランスを考慮した融資を行っています。

業種別貸出金残高状況
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自己資本比率は国内
基準を大きく上回る
10.30％を確保しま
した。

預金は皆さまからの
信頼、信用をいただき、
堅調に推移しています。
貸出金は、資金繰り支援
を積極的に実施した
ほか、お客さまの多様
な課題にお応えする
課題解決型融資の推進
に努めました。 令和
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コア業務純益 当期純利益 健全堅実経営を進めた
結果、コア業務純益は
45億円を計上しました。
当期純利益は36億円を
計上しています。

45

14,349 14,224

預金・貸出金の推移 コア業務純益と当期純利益

自己資本比率

国内基準 4％

製造業 
3,264（22.9％）

個人
1,965（13.8％）
地方公共団体
654（4.6％）
その他
2,778（19.5％）
不動産業
2,120（14.9％）

建設業 
1,707（12.0％）

卸売業、小売業 
1,732（12.2％）

合計
14,224億円
令和5年3月末

36
45

10.30%

「ケイエール」などのデジタルチャネル
やＤＸ化を通じたお取引先の生産性
向上支援

地域拠点としての次世代店舗網の
再構築

お取引先の脱炭素支援および当金庫
のＳＤＧｓの継続的な取り組み

1

2

3

ＳＤＧｓや脱炭素を踏まえた
技術開発支援による持続的
な地域生産性向上への貢献

3

課題解決を通じたお客さま満足度向上
による適正収益の確保とビジネス化

市場運用力強化に向けたポートフォリオ
の再構築

戦略的ＩＴ投資や営業融資一体化など
生産性向上に向けた施策の推進

1

2

3

トップライン収益の向上と
業務効率化による生産性
向上施策の推進

4

金利上昇など市場環境の変化を踏ま
えたリスク管理の強化

サイバーセキュリティやマネー・ローン
ダリング対策などお客さまを守る取り
組みの徹底

高い倫理観と経営理念等の深い理解
によるコンプライアンスの実践

1

2

3

リスクガバナンス態勢の
強化とコンプライアンス
の実効性向上

5

ＳＤＧｓや脱炭素を踏まえた
技術開発支援による持続的
な地域生産性向上への貢献

3 トップライン収益の向上と
業務効率化による生産性
向上施策の推進

4 リスクガバナンス態勢の
強化とコンプライアンス
の実効性向上

5
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令和4年度の主な業績 事業計画
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令和5年度の基本方針

332

570件

303先
1,438先

プロパー ： 
信用保証付 ： 

当金庫が関与した創業、
第二創業の件数

創業期の取引先
への融資先数

●創業支援への取り組み


